
未来へつなぐまちづくりへ

　昭和５０年２月に現在の「龍郷町」となり、

今年で４０年を迎えました。体育・文化センター

りゅうゆう館で記念式典などが開催され、節目

の年を盛大に祝福。歴史と文化をつむぎ、未来

へつなぐまちづくりへの一歩を記しました。

・・・Ｐ２～

・・・Ｐ４～

・・・Ｐ６～

記念式典（１～４部）
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『歴史と文化をつむぎ　未来へつなぐまちづくり』
未来への夢と笑顔があふれる龍郷町へ

～式典・祝賀会で飛躍発展を誓う～

龍郷町町制施行４０周年記念式典を開催

　

龍
郷
町
は
平
成
27
年
２
月
に
町
制
施
行
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
２
月
15
日
（
日
）、
体
育
・

文
化
セ
ン
タ
ー
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
「
龍
郷
町
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」、「
第
16

回
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
＝
６
ペ
ー
ジ
以
降
に
写
真
特
集
＝

　

こ
の
日
は
、
町
政
功
労
者
表
彰
や
特
別
記
念
講
演
な
ど
で
節
目
を
盛
大
に
祝
い
、
本
町
が
掲

げ
る
「
歴
史
と
文
化
を
つ
む
ぎ　

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
、
地
元
関
係
者

や
県
・
周
辺
自
治
体
職
員
ら

４
０
０
名
以
上
が
出
席
。
記
念

式
典
で
は
、
40
周
年
を
テ
ー
マ

に
制
作
し
た
龍
郷
町
の
Ｃ
Ｍ
が

放
送
さ
れ
た
あ
と
、
龍
郷
町
混

声
合
唱
団
・
秋
名
女
声
合
唱
団

に
よ
る
「
龍
郷
町
町
民
歌
」
で

華
々
し
く
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

式
辞
で
、
徳
田
康
光
町
長
は

町
が
有
す
る
歴
史
・
文
化
・
自

然
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

第
５
次
龍
郷
町
総
合
振
興
計

画
、
未
曾
有
の
自
然
災
害
な
ど

過
去
40
年
の
歩
み
を
回
顧
。「
幸

せ
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
に
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
知
恵
と
力
の
結
集
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
お
互
い
の
持
て

る
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
龍
郷
町
を
創
っ
て

い
こ
う
」な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
政
発
展
に
尽
力
し

た
元
町
長
な
ど
地
方
自
治
功
労

者
40
名
、
教
育
行
政
の
振
興
発

展
に
貢
献
し
た
元
教
育
長
な
ど

教
育
文
化
功
労
者
10
名
、
大
島

紬
織
工
の
後
継
者
育
成
に
努
め

た
産
業
振
興
功
労
者
２
名
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
っ
た
社
会

福
祉
功
労
者
７
名
、
高
額
寄
付

者
７
名
、
記
念
事
業
「
た
つ
ご

う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
入

賞
者
20
名
に
敬
意
を
表
し
、
表

賞
状
・
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
伊
藤
祐
一

郎
鹿
児
島
県
知
事
（
本
重
人
県

大
島
支
庁
長
代
読
）、
大
島
郡

町
村
会
会
長
の
大
久
保
明
伊
仙

町
長
、
東
京
龍
郷
会
の
大
江
修

造
顧
問
が
登
壇
。「
龍
郷
町
は

人
材
の
ま
ち
と
し
て
も
知
れ
渡

り
、
全
国
を
は
じ
め
奄
美
群
島

の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

《
第
一
部
》
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【
町
長
】
川
畑
宏
友
、
田
畑
茂
光

【
助
役
】
山
田
至

【
副
町
長
】
岡
江
純
一
郎
、
竹

田
泰
典

【
議
会
議
員
】
德
雅
仁
、
髙
橋

忠
夫
、
濱
田
康
博
、
重
山
和
麿
、

牧
野
勝
久
、
久
保
正
昭
、
重
原

義
和

【
区
長
】
屋
正
仁
、
村
上
早
苗
、

川
畑
英
子
、
山
田
國
治
、
牧
原

キ
ヌ
子
、
伊
勢
る
り

【
消
防
団
員
】
新
島
義
光
、
川

畑
達
也
、
小
松
尚
、
山
田
三
男
、

重
山
榮
仙
、
山
田
富
藏
、
豊
正

和
、
久
倉
芳
郎
、
永
田
龍
三
、

榮
義
和
、
川
口
眞
哉
、
柿
園
幸

太
郎
、
竹
山
茂
機
、
龍
宮
省
三
、

大
島
克
彦
、
成
海
博
一
、
中
田

幸
信
、
牧
主
俊
久
、
阿
世
知
正

博
、
福
山
勝
吉
、
松
崎
俊
一
、

福
山
博
久

【
教
育
長
】
宏
洲
弘
、
重
原
勇
夫

【
教
育
委
員
】
岩
切
順
夫
、
山

田
祥
浩

【
教
職
員
】
濱
田
光
則
、
藤
山

千
代
壽
、
新
島
八
千
代
、
別
府

義　

、
窪
島
將
公

【
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
】
重

原
信
子

【
紬
指
導
員
】
柿
野
千
恵
子
、

髙
橋
冨
美
子

【
民
生
・
児
童
委
員
】
岩
崎
サ

ダ
子
、
岩
切
駒
枝
、
岡
山
チ
カ

子
、
福
山
道
雄
、
森
弘
、
泉
辰

郎【
主
任
児
童
委
員
】
音
野
優
子

【
高
額
寄
付
】
竹
山
眞
一
郎
、

杉
原
弘
彦
、
肥
後
重
子
、
中
原

上
枝
、
興
隆
男
、
林
進
、
宏
洲

士
郎

教
育
文
化
功
労
部
門

地
方
自
治
功
労
部
門

感
謝
状
贈
呈

産
業
振
興
功
労
部
門

社
会
福
祉
功
労
部
門

い
る
。
新
た
な
決
意
の

も
と
に
さ
ら
な
る
充
実

を
」
な
ど
と
述
べ
、
本

町
の
さ
ら
な
る
発
展
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

《
第
二
部
》

　

特
別
記
念
講
演
が
あ

り
、
本
町
龍
郷
集
落
で

謫
居
生
活
を
送
っ
た
西

郷
隆
盛
翁
の
ひ
孫
に
あ

た
る
西
郷
隆
文
氏
（
西

郷
隆
盛
公
奉
賛
会
理
事

長
）が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
「
西
郷
隆
盛
と
龍
郷
」

を
テ
ー
マ
に
、
西
郷
隆

盛
翁
や
名
誉
町
民
で
祖

父
の
西
郷
菊
次
郎
氏
ら

の
逸
話
を
紹
介
。「
隆

盛
は
龍
郷
町
で
過
ご
し

た
約
３
年
間
が
人
生
で

一
番
幸
せ
だ
っ
た
と
思

う
」
な
ど
と
、
本
町
の

魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

《
第
三
部
》

　

毎
年
恒
例
の
「
龍
郷

町
民
フ
ェ
ア
」。
駐
車

場
で
は
青
空
市
場
が
あ

祝辞
東京龍郷会顧問

大江 修造 氏

祝辞
鹿児島県知事代読
本 重人 大島支庁長

式辞
龍郷町

徳田 康光 町長

祝辞
大島郡町村会長

大久保 明 伊仙町長

り
、
各
種
団
体
が
新
鮮
な
地
場

産
野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
出

店
。
同
館
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
大

島
紬
の
展
示
や
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
町
民
手
作
り
の

作
品
も
並
び
ま
し
た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
町
内
保

育
所
や
小
中
学
校
に
よ
る
舞
台

発
表
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

歌
な
ど
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
表

現
。
手
広
集
落
に
よ
る
八
月
踊

り
・
六
調
で
に
ぎ
や
か
に
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

《
第
四
部
》

　

祝
賀
会
で
は
、
祝
唄
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
島
口
漫
才
、
龍
郷
町

が
製
作
し
た
記
念
Ｃ
Ｍ
の
製
作

裏
話
を
披
露
。
参
加
者
は
、
美

味
し
い
郷
土
料
理
や
黒
糖
焼
酎

な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
、
町
の
歩

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
官
民
一

体
で
の
発
展
を
改
め
て
誓
い
あ

い
ま
し
た
。　

《
表
彰
関
係
》

　

各
部
門
の
被
表
彰
者
は
、
３

～
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

廣黄
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▼
生
産
者
の
部
（
肉
用
牛
生
産
者
）

　
　

井
原 
三
也
（
瀬
留
）

▼
大
島
紬
功
労
者
の
部

　
　

渡 

キ
代
子
（
玉
里
）

▼
大
島
紬
の
部

　

・
龍
郷
柄
の
部

　
　

德
田 

チ
エ　
　

㈲
興
紬
商
店

　
　

圓
山 

ト
シ
子　

㈲
前
田
紬
工
芸

　

・
９
マ
ル
キ
の
部

　
　

中
川 

裕
可
里　

㈲
夢
お
り
の
郷

　

・
８
マ
ル
キ
の
部

　
　

伊
勢 

良
子　
　

㈲
興
紬
商
店

　

・
７
マ
ル
キ
の
部

　
　

加
藤 

い
ち
子　

㈲
興
紬
商
店

　
　

大
津 

た
ず
子　

㈲
興
紬
商
店

　

・
男
も
の
の
部

　
　

碇
山 

シ
ホ
子　

㈲
前
田
紬
工
芸

　

・
そ
の
他

　
　

柳
原 

ヨ
ネ
子　

㈲
前
田
紬
工
芸

▼
個
人
の
部

　
　

久
保 

哲
郎
（
赤
尾
木
）

　
　

東
郷 

一
眞
（
嘉
渡
）

　
　

東
郷 

キ
ワ
子
（
嘉
渡
）

▼
感
謝
状
の
部

　
　

渡
邉 

忠
雄
（
中
勝
）

 町 民 フ ェ ア 表 彰

健 

康 

長 

寿 

表 

彰

第１位　手広集落　　４６・８％

第２位　赤尾木集落　４４・１％

第３位　円集落　　　４３・６％

奥  ミヱコ
秋名

中田  ウサ子
秋名

濱田  光則
下戸口

山田  シナ
嘉渡

山下  武二
円

長井  義廣
円

藤山  タツエ
嘉渡

【
お
名
前
の
み
】

田
畑  

和
子
（
幾
里
）

田畑  武文
幾里

山田  良司
嘉渡

大山  輝雄
赤尾木

土山  義光
秋名

　平成２６年度の特定健診受診率が高く、集落一体
となって健康づくりに取り組んでいる集落です。

　

90
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
介
護

保
険
の
利
用
が
な
く
、
元
気
で

自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

特 定 健 診 表 彰

　

90
歳
以
上
で
、
介
護
保

険
の
利
用
を
終
了
後
３
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
身

の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

で
き
、
元
気
で
自
立
し
た

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方

が
対
象
で
す
。

健
康
長
寿

　

努
力
賞
表
彰

安田  ツヤ子
嘉渡

高
齢
者

良
い
歯
の
表
彰

　

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
持
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。

産 

業 

部 

門

生
涯
学
習
部
門

（敬称略）

長谷場  フデ
大勝

大江  こま子
安木屋場

廣黄
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★５歳児むし歯ゼロ表彰★
平成 26年度５歳児歯科検診において、１本も虫歯がなかった子どもたちです！

坂元  伶
れ い

衣
嘉渡

圓山  結
ゆ ら い

礼
円

長島  心
し ん た

大
大勝

林  美
み あ

奄
大勝

平田  満
み つ き

輝
玉里

西田  有
ゆ う が

我
玉里

岩崎  愛
あ お い

生
久場

廣畑  結
ゆ う な

奈
大勝

吉村  里
り な

菜
大勝

金井  直
な お し ろ う

志朗
下戸口

森  絢
あ や な

菜
下戸口

田邑  心
こ こ み

美
中勝

羽月  七
な な せ

星
中勝

前田  虎
こ て つ

徹
大勝

岡  真
し ん の す け

ノ輔
赤尾木

平  廉
れ ん た ろ う

太郎
赤尾木

藤尾  実
み の り

功
芦徳

小倉  稜
りょうだい

大
芦徳

恵  昊
こ う た ろ う

太郎
赤尾木

德永  結
ゆ う た

太
手広

鈴木  雅
が く

久
赤尾木
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記念祝賀会

　町民フェアの展示会場では、２０１５
本場奄美大島紬グランプリ最優秀賞（県
知事賞）に輝いた前田紬工芸の「芭蕉」（写
真左）も展示されました。
　また、「青海波」（同右）で２０１４年
度全国伝統的工芸品公募展３位（経済産
業省商務情報政策局長賞）に輝いた興紬
商店も多くの作品を展示しました。

特別講演
講師

西郷 隆文 氏

つむぎの話題

エッセイコンテスト
審査員長

出水沢 藍子 氏

町制施行40周年記念式典
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第 16 回
龍郷町民
フェア
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龍
郷
町
町
制
施
行
40
周
年
記
念
「
龍
郷
町
民
フ
ェ
ア
前
夜
祭
」（
龍
郷
町
文
化
協
会
主
催
、
龍

郷
町
教
育
委
員
会
共
催
）
が
２
月
14
日
（
土
）
夜
、
体
育
・
文
化
セ
ン
タ
ー
り
ゅ
う
ゆ
う
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
唱
や
舞
踊
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
各
団
体
が
華
や
か

な
ス
テ
ー
ジ
を
演
出
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
は
12
団
体
が
出
場
し
、
秋
名
女
声
合
唱
団

の
「
冬
の
花
び
ら
」
で
開
演
。
文
化
に
親
し
む
老
若

男
女
が
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

龍
郷
町
民
フ
ェ
ア
前
夜
祭

龍郷町島唄大会各部門入賞者による島唄 様々な団体による華麗な舞踊

ちびっこも艶やかに舞ったフラダンス 六調やハト（指笛）も織り込んだ合唱も

今回から龍郷町文化協会に仲間入りした大正琴

12 団体が華やかなステージを演出しました


